
 
 
１．学習の到達目標 
素描は、対象のイメージや空間を把握し、造形表現の基礎となる観察力と描写力を高め

ることを目的としています。デザイン科３年次の内容は、生徒の進路希望等に応じて、デ

ッサン、スケッチ、鑑賞を弾力的に取り扱います。 

 
２．学習の評価 
評価の観点 関心・意欲・態度 芸術的な感受や

表現の工夫 
創造的な表現の

技能 
鑑賞の能力 

評価の規準 対象に深く迫り、

課題に意欲的な

態度で取り組む

ことができる。 

対象の構造を、多

角的に捉え、見え

ていない形の裏

側を探りながら

表現できる。 

表現意図に合っ

た用具を正しく

用い、対象のもつ

イメージや空間

を表現できる。 

課題の条件を正確

に理解して制作

し、合評会で学習

した知識を制作に

生かすことができ

る。 
 
評価の方法 

 
出席状況、授業態度、学習の取り組み状況、課題などの提出物の状況などを

総合的に判断して評価します。 
 

 
３．教科からのメッセージ 
２年次の素描で学んだ、対象への深い観察、構造理解、的確な表現をさらに深めるのが、

本単元です。３年次では、対象を取り巻く空間を描く、という視点を忘れずに制作をしま

しょう。その訓練が、絵画的にも見ごたえのある作品につながり、ひいては自分の絵作り

のベースとなってくれるはずです。 
 
 
 
 
 

 
 

教科 科目 単位数 学年 学科 区分 使用教科書 

工業 素描 ２ ３ デザイン 選択 
スーパー鉛筆ﾃﾞｯｻﾞﾝ 
（グラフィック社） 



 
３年 素描 年間指導計画表  

単位数（２単位） 教科書：スーパー鉛筆ﾃﾞｯｻﾝ（グラフィック社） 
目  

標 
造形表現の基礎となる形態や空間などを把握させ、的確な観察力を養い、表現と干渉

の能力を高める。 
月 大 項 目 中  項  目 時数 
４ 
 

オリエンテーション 
 

評価基準や年間計画について 
 

１ 
 

４    

 
空間を意識した基礎表現 １．手の描写表現 

 
２．合評 
 

９ 
 
１ 

５ 
 
 
６ 

有機物による表現 
 

１．顔と手をモチーフとした表現 
 
２．合評 

９ 
 
１ 

７ 
 
 
 

着彩表現（基礎） 
 

１．透明水彩の基礎表現 
 
２．合評 

９ 
 
１ 
 

９ 
 
 
10 

進学対策展開授業 進学対策 就職対策 １４ 
 
 
 
１ 

希望大学実技デッサン 
 
 

合 評 

モチーフデッサン 
（応用１） 
 
  合 評 

11 
 
 
12 

進学対策展開授業 希望大学実技デッサン 
 
 

合 評 

モチーフデッサン 
（応用２） 
 
  合 評 

１４ 
 
 
１ 

 
１ 
 
２ 
 
３ 

進学対策展開授業 木炭デッサン 
 

合 評 

着彩表現（応用） 
 
  合 評 

１０ 
 
１ 



 


